













S-MehγIcγsteine and cysteine are inhibitors of induction of 
glutathione S-transferase placental form-positive foci duri ng initia-














cysteineを肝部分切除 (PH)の48，24. 0時間前に投与し PH4時間後のPCNA陽性率およびポリアミ
ン代謝の律速酵素である ornithincdecarboxylase (ODC)および、spcrmidincYspermine1¥1 -acetyltra-
nsf erase CSA T)活性を検索した。
























肝部分切除 (PII)の48.24. 0時間前にそれらを投与し I PH 1時間後のPCNA陽性細胞率および
ポリアミン代謝の律速酵素である ornithincdecarboxylasc(ODC)とspcrmidine/spcrmincN1-
acety ltransf erase(SA T)活性を検討した。さらにSMCをPH48.24， 0時間前に投与し，その24時間後
までの癌遺伝子C-f05，ひjun，c-mycmRNAの発現を定量した。その結果.SMCおよび、cysteine投与群で‘
はODC活性の明らかな低下を認めた。またPCNA陽性細胞率も両投与群ともに対照群と比較して有志な
減少を示した。尚， SAT活性には変化はみられなかった。 C-Junは8時間後まで発現の減少を示したが，
その後対照群レベルに回復した。 c・f08，c-mycには変化はみられなかった。以上， SMCとcysteineのプ
ロモーション期，イニシエーション期の両方で肝発癌に対して抑制作用を示し.プロモーション期の抑制
作用にはポリアミン代謝の低下と C-Junの発現遅延が関与していることが明らかとなった。これらの研究
成果は食用植物の成分に発癌抑制物質を見いだし，その作用機序を細胞増殖の観点から検討した点で評価
しうるものであり，癌の一次予防に大いに寄与するものと考えられ，著者は博士(医学)の学位を授与す
るに値するものと認められた。
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